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１．事業の概要（１） 位置図・路線概要
至青森

青森県

至青森
東北横断自動車道釜石秋田線

（東和ＩＣ～花巻ＪＣＴ）

岩手県

秋田県

山形県

宮城県

福島県

至秋田

事後評価区間 L=11.4km

至東京

宮守ＩＣ～東和ＩＣ間

（平成24年11月25日開通）

東 横 自動車道 秋 線 岩 市 起点 花巻市
事後評価区間 L 11.4km

【車線数 ４車線（２車線で整備）】※ 新直轄区間

江
刺
田

東
和

花
巻
空

花
巻
Ｊ

11.6ｋｍ7.7ｋｍ3.7ｋｍ 12.1ｋｍ 宮
守

■東北横断自動車道釜石秋田線は、岩手県釜石市を起点とし、花巻市

にて東北縦貫自動車道に合流し、さらに北上市にて分岐し、秋田県秋

田市に至る総延長212kmの高規格幹線道路である。
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■当該区間は、東北地方北部の太平洋側と日本海側との交流・連携を

促進するとともに、物流の効率化の支援や緊急輸送道路の信頼性向

上及び地域医療サービスの向上等を目的としている。
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※規格 第１種第３級（設計速度８０ｋｍ/ｈ） 1



１．事業の概要（２） 事業経緯
至青森至青森

至秋田

宮守 東和

至東京

宮守ＩＣ～東和ＩＣ間

（平成24年11月25日開通）

区間
事業費事業経緯
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整備計画 施行命令 実施計画認可 開通日 計画 実績

東和～花巻空港

花巻空港～花巻ＪＣＴ
平成3年12月3日 平成5年11月19日 平成5年12月20日 平成14年11月7日 528億円

402億円
（▲126億円）



２．事業費の変更要因

事業費整理 単位：億円

計画 実績 増減額 増減率
乖離理由

対象区間計

工　 費 300 230 ▲ 70 ▲23%
・現地調査結果、詳細設計完了等に伴う減：▲４４
・物価水準の変動等に伴う減：▲２６

用地費 122 98 ▲ 24 ▲20% ・土地価格低下の減：▲２４

その他費 65 60 ▲ 5 ▲8% ・その他費の減：▲５

予備費 23 0 ▲ 23 ▲100% ・予備費の未使用による減：▲２３

消費税 18 14 ▲ 4 ▲21% ・事業費精査に伴う減：▲４消費税 18 14 ▲ 4 ▲21% ・事業費精査に伴う減：▲４

合　 計 528 402 ▲ 126 ▲24%
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※ 着色部は、主に会社での対応があった項目
※ 端数処理の関係で合計が一致しない場合がある



２．事業費の変更要因

（１）工費に関する減 （▲７０億円）

① 現地調査結果 詳細設計完了等に伴う減 ▲ 億円(後述）① 現地調査結果、詳細設計完了等に伴う減 ▲４４億円(後述）

【内訳１】 事業調整による盛土材運搬距離の短縮等に伴う減 計画：５３億円 ⇒ 実績：２６億円（▲２７億円）

【内訳２】 橋梁設計の見直しに伴う減

【内訳３】 コンクリート枠工を植生基材吹付工へ変更に伴う減

計画：６６億円 ⇒ 実績：５４億円（▲１２億円）

計画： ７億円 ⇒ 実績： ２億円（▲ ５億円）

② 物価水準の変動等に伴う減 ▲２６億円
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２．事業費の変更要因

①現地調査結果、詳細設計完了等に伴う減（▲４４億円）

【内訳１】 事業調整による盛土材運搬距離の短縮等に伴う減 計画：５３億円 ⇒ 実績：２６億円（▲２７億円）

■自治体との調整により、本線近接地に土取場を確保することが出来た結果、土運搬コストを縮減
■県道改良工事で発生した土砂を有効活用したことで、盛土材のコストを縮減

見直し前のイメージ

土取場

盛土

土運搬距離（約１３ｋｍ）

見直し後のイメージ

約６㎞短縮

土運搬距離（約７ｋｍ）

見直 後 イ ジ

県道改良工事

土取場
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県道改良工事
発生土砂

釜石道と並行する県道改良工事の発生土砂を有効活用

盛土



２．事業費の変更要因

①現地調査結果、詳細設計完了等に伴う減（▲４４億円）

【内訳２】 橋梁設計の見直しに伴う減 計画：６６億円 ⇒ 実績：５４億円（▲１２億円）

■土にセメントを混ぜて改良することにより人工地盤を形成し、その上に構造物を構築した結果、
橋台規模の縮小及び杭基礎を省略したことによるコスト縮減

■設計照査により 釜石道の橋梁延長を縮小したことによるコスト縮減■設計照査により、釜石道の橋梁延長を縮小したことによるコスト縮減

見直し後のイメージ見直し前のイメージ

39m

1
1
m

7
m

39m

7
m

1
7

人工地盤 人工地盤

6
土にセメントを混ぜて改良杭基礎



２．事業費の変更要因

①現地調査結果、詳細設計完了等に伴う減（▲４４億円）

【内訳３】 コンクリート枠工を植生基材吹付工へ変更に伴う減 計画：７億円 ⇒ 実績：２億円（▲５億円）

■現地での試験施工の結果、安定したのり面であったことから、コンクリート枠工から植生基材吹付
工へ変更しコストを縮減

見直し前のイメージ 見直し後のイメージ
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３．事業の効果 ＩＣ区間交通量

■ 交通量は供用開始より着実に増加し、 平成25年度は約3,800台/日で、震災復興需要などにより
計画交通量を上回っている
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花巻空港ＩＣ～花巻ＪＣＴ間
（A A´ 断面）

東和ＩＣ～花巻空港ＩＣ間
（B B´ 断面）

東和ＩＣ～花巻ＪＣＴ間
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３．事業の効果 所要時間の短縮

釜石市～花巻温泉への移動

■ 釜石道の供用・延伸に伴い、釜石市～花巻温泉間の所要時間は約１7分短縮した

東和IC 花巻JCT供用前東和IC～花巻JCT供用前

東和IC～花巻JCT供用後

宮守IC～東和IC延伸時

宮守ＩＣ～東和ＩＣ間

（平成24年11月25日開通）

東和IC～花巻JCT

■地域の方の声（釜石市在住 ３０代女性）

友人たちと温泉にいく機会が増えました。

【釜石市～花巻温泉間の所要時間の変化】

（平成24年11月25日開通）

整備後

整備前

約１３分
短縮

東和IC～花巻JCT
供用前

東和IC～花巻JCT
供用後

釜石道が無かったら、レジャーに行く計画を立てなかったと

思います。

■地域の方の声（釜石市在住 ６０代男性）

釜石市から花巻市への所要時間は 供用前と比べて短縮

延伸時

9

宮守IC～東和IC
延伸時

釜石市から花巻市への所要時間は、供用前と比べて短縮

されたので、ずいぶん時間に余裕をもって行動ができるよう

になりました。
※ 出典：平成22年 道路交通センサス （宮守IC～東和ICは規制速度より算出）

約１７分
短縮



３．事業の効果 交通の変化・交通事故の減少

■ 釜石道の分担率は増加傾向であり、東和ＩＣ～花巻空港ＩＣ間では約３割となっている

■ 釜石道及び並行する国道２８３号の死傷事故件数は約３割減少し、死傷事故率は約２割減少した

東和ＩＣ～花巻空港ＩＣ間の全車交通量（分担率） 東和ＩＣ～花巻空港ＩＣ間の死傷事故件数・事故率の変化
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東和ＩＣ 花巻空港ＩＣ間の全車交通量（分担率）
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東和ＩＣ 花巻空港ＩＣ間の死傷事故件数 事故率の変化

（件/年） （件/億台キロ）

約2割減少

釜石自動車道 国道283号 分担率 釜石自動車道 国道283号 死傷事故率
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10※ 出典：平成11年・17年・22年 道路交通センサス（表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある） ※ 出典：ITARDAデータ（公益財団法人交通事故総合分析センター）

約3割減少

数

開通前（H10～H13）平均 開通後（H15～H18）平均



３．事業の効果 冬期の安全・確実な輸送を支援

■ 冬期の大雪や路面凍結時、釜石道を利用することで安全・確実なコンテナ輸送が可能となった

冬期の安全・確実なコンテナ輸送

■ 岩手県内陸部から釜石港へのコンテナ貨物の輸送ルートとして 急カーブや急勾配区間が多い国道１０７号などが利用■ 岩手県内陸部から釜石港へのコンテナ貨物の輸送ル トとして、急カ ブや急勾配区間が多い国道１０７号などが利用
されている。

■ このため、冬期の大雪や路面凍結時は、釜石道を利用することで安全・確実なコンテナ輸送が可能となった。

国道１０７号は急カーブや

■ 大雪や路面凍結時は、国道107号の
急カーブや急勾配区間を回避するた
め、釜石道を利用することで安全・確
実なコンテナ輸送を実現

急勾配区間が連続

■関係者の声（釜石港を利用する物流業者）

：通常期輸送ルート

：大雪時等の輸送ルート
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北上市から釜石港へコンテナを運んでいます。

一般道は急カーブや勾配が大きい箇所が存在するため、冬期の大雪や路面凍結時は、釜石道を

利用したコンテナ輸送を実施しています。
※写真：岩手県提供



３．事業の効果 釜石道沿線地域で進む企業立地

■ 釜石道沿線地域の流通団地では、高速交通網の結節点という好立地で利便性が高いことから、

企業立地が年々増加してしている

物流センターの新設釜石道沿線地域の流通団地 物流センタ の新設

■ 花巻市へ物流センターを新設する以前は、秋田県や遠野
市、住田町などの原木地から、それぞれの原木業者が沿岸
地域へ建材を輸送していたため、コストがかかっていた。

■ 現在は 各原木地から物流センタ 集約し 花巻市から

釜石道沿線地域の流通団地

■ 現在は、各原木地から物流センターへ集約し、花巻市から
一手に建材を配送できるため、コスト削減となっている。

花巻ＪＣＴ

花巻空港ＩＣ

96% 96%
100%

100%25
立地件数（累計）

分譲率

花巻流通業務団地の企業立地件数・分譲率の推移

13

19 19

22

54% 54%

71%

% %

40%

60%

80%

10

15

20
分譲率

■関係者の声（木材・建材会社）

現在、花巻市から釜石道を利用して沿岸地域に木材・建材

を運んでいます。東北道と釜石道の結節点という好立地

東和IC～花巻JCT
開通

花巻流通業務団地

分譲開始

【立
地
件
数
】

【分
譲
率
】

0

7 7

0%
0%

20%

0

5

H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26
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を運んで ます。東北道と釜石道の結節点と う好立地

から花巻市に物流センターを新設し、物流コストの削減ができていま

す。岩手県内の配達エリアによっては、１日２回から３回の配送が可能

になりました。

宮守IC～東和IC
開通

仙人峠道路開通

※出典：花巻市提供データ



３．事業の効果 救急医療活動を支援

高度医療施設への救急搬送を支援

■ 遠野市や釜石市から第三次救急医療などのより高度な医療が必要となる患者の救急搬送には、

釜石道を使用することで信号交差点を回避でき、安定した救急搬送が可能となった

高度医療施設への救急搬送を支援

釜石道を利用した

救急搬送件数

■ 遠野市や釜石市の重傷病患者は、岩手医科大学付属

病院などの高次医療機関が複数立地する、盛岡市や

北上市へ搬送されている
【遠野市⇒盛岡・北上方面】

平成２５年 ７３件ああああああ

平成２６年 ６６件 （9月現在）

【釜石市⇒盛岡方面】

北上市へ搬送されている。

■ 釜石市から岩手医科大学付属病院までの信号交差点

箇所数が、釜石道の開通・延伸に伴い約４割減少したこ

とにより、さらに安定した救急搬送が可能となった。
【釜石市⇒盛岡方面】

平成２５年 １８件ああああああ

平成２６年 １２件 （9月現在）
■関係者の声（遠野管内）

緊急搬送時に最も危険

なのは信号交差点です。

79 

60 
51 

50
60
70
80
90

100
【信号交差点箇所数】
（釜石市～岩手医大病院）

釜石道を利用することで、信号交

差点を回避でき、今後はさらに釜

石道を利用した救急搬送を増やし

ていこうと考えています。
（箇所）

0
10
20
30
40

整備前 整備後 延伸時
東和IC～

花巻JCT

供用前

宮守IC～

東和IC

延伸時

東和IC～

花巻JCT

供用後

■関係者の声（釜石管内）

宮守ＩＣまで延伸後、釜石道を利用した救急搬送を開始しま

した 岩手医科大学付属病院など 盛岡市へは心筋梗塞

てい うと考えています。供用前 延伸時供用後

※ 出典：平成22年 道路交通センサス

高度医療施設への

救急搬送に釜石道を利用 した。岩手医科大学付属病院など、盛岡市へは心筋梗塞

などの重傷病者を搬送しています。釜石道を利用することで、傷病者

への負担が少なくなりました。

1313

：釜石道を利用した搬送ルート

：一般道を利用した搬送ルート

救急搬送に釜石道を利用



３．事業の効果 東日本大震災時の人命救助を支援

■ 東日本大震災後の約半年間、沿岸被災地域の支援活動のため、陸上自衛隊岩手駐屯地から遠野

市、釜石市、大槌町に人命救助の部隊派遣や物資輸送が行われた

■ 陸上自衛隊岩手駐屯地から遠野市ベースキャンプまでの移動の際、釜石道を利用することで混雑■ 陸上自衛隊岩手駐屯地から遠野市 スキャンプまでの移動の際、釜石道を利用することで混雑

した一般道を回避し、迅速な支援活動が行われた

東日本大震災における自衛隊派遣ルート

■関係者の声（陸上自衛隊）

滝沢IC

■関係者の声（陸上自衛隊）

岩手駐屯地から遠野市や釜石市、大槌

町へ釜石道を利用して向かいました。

震災時は一般道が混雑しており、高速

震災当時、遠野運動公園に
自衛隊がベースキャンプを設
営し、支援活動の拠点とし
て利用

隊派遣

道路を利用した部隊移動や物資輸送が出来た

ことで時間短縮につながったと思います。沿岸

地域へは一般道を利用すると時間を要します

が、高速道路を利用することで、時間短縮およ

て利用。

部隊派遣や
物資輸送などに
釜石道を利用

び安全な移動ができ、その分早く対応、活動が

出来ることにつながります。

写真：東北地整「震災伝承館HP」
（岩手県建設業協会）

写真：遠野市資料

震災前後における緊急車両などの利用状況
（釜石道 花巻本線料金所）

800

400

600

800

1,000 （台/日）

（釜石道 花巻本線料金所）

交
通
量

50
0

200

400

震災前

（平成23年2月）

震災後

（平成23年4月）
14資料：NEXCO東日本

量

震災時、宮守ＩＣ～東和ＩＣ間は未供用

（平成24年11月25日開通）



３．事業の効果 東日本大震災時の医療活動を支援

■ 東日本大震災時、被災者救命のため、花巻空港にＳＣＵ（広域搬送拠点臨時医療施設）が設置

され、県内外からＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）や医療関係団体が集結した

■ 陸路で移動する際には釜石道が利用され、効率的な医療活動が行われた■ 陸路で移動する際には釜石道が利用され、効率的な医療活動が行われた

東日本大震災におけるＤＭＡＴの活動

■花巻空港にSCU
（広域搬送拠点
臨時医療施設）

■ ヘリコプターなどで救助された被災者の
重症度によって搬送の順番を検討

■ 自衛隊輸送機や 臨時医療施設）
を設置した。

■花巻空港には各地から医療団体が集結し、DMAT（災
害派遣医療チーム）は沿岸部の病院に医療チームを
派遣した

写真：「岩手県-東日本大震災の記録より」（岩手県提供）

救急車などで､
県内の病院や全
国各地の空港
SCUへ搬送

写真：「岩手県-東日本大震災の記録より」（岩手県提供）

■関係者の声（ＤＭＡＴ）

派遣した。

■陸路による医療チームの派遣には、釜石道が利用され、
患者搬送やDMATの移動効率化に貢献した。

写真：「岩手県-東日本大震災の記録より」（岩手県提供）

釜石道の利用により釜石道の利用により ■関係者の声（ＤＭＡＴ）

震災当時、被災患者の救急搬送や避難、

診療等を実施していました。移動の際には、

釜石道などの高速道路を優先的に利用してい

ました 高速道路を利用する と 大規模な患者搬送

釜石道の利用により
被災患者の搬送等、

効率的な医療活動を支援

釜石道の利用により
被災患者の搬送等、

効率的な医療活動を支援
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ました。高速道路を利用することで、大規模な患者搬送

やDMATの移動のみならず、給油や休憩など大変有効

かつ効率的であったと思います。
震災時、宮守ＩＣ～東和ＩＣ間は未供用

（平成24年11月25日開通）



３．事業の効果 東日本大震災時の救援物資輸送を支援

■ 東日本大震災時、救援物資の物流拠点（産業文化センターアピオ）から沿岸被災地へ物資を輸送

する際に、釜石道を利用した迅速な物資輸送が行われた

沿岸被災地への物資輸送を支援（震災直後～平成２３年８月）

洋野町：19名

久慈市：305名

沿岸被災地への物資輸送を支援（震災直後～平成２３年８月）

滝沢IC

東日本大震災により

沿岸12市町村で

約5万人の避難者が発生

【避難者の発生状況】

野田村：712名

普代村：71名

田野畑村：601名

岩泉町：340名

岩手県

約 万人 難者 発

大量の物資を
迅速かつ確実に輸送 岩手県沿岸１２市

村 計48 336

宮古市：8,836名

山田町：5,989名

大槌町：5,144名

大槌町

4t車：

10t車：

76台

109台

資料：全日本トラック協会

確実 輸送
する際に釜石道等を利用 町村で計48,336

名の避難者
⇒ うち約７割が

釜石市周辺

釜石道を利用して
食糧や衣服等を輸送
（延べ約９００台）

釜石道を利用して
食糧や衣服等を輸送
（延べ約９００台）

釜石市：8,630名

大船渡市：8,437名

陸前高田市：9,252名
釜石市

遠野市

4t車：

10t車：

23台

35台

■関係者の声（岩手県トラック協会）

震災時 産業文化センターアピオから各沿岸市町村

4t車：

10t車：

大船渡市

4t車：住田町 57台

58台

77台
※出典：「避難所等一覧（H23.3.14時点）」岩手県資料：全日本トラック協会

震災時、宮守ＩＣ～東和ＩＣ間は未供用

（平成24年11月25日開通）

震災時、産業文化センタ アピオから各沿岸市町村
の拠点へ、物資を輸送しました。その際、東北道～

釜石道と高速道路を利用できたことで輸送時間が短縮され、
迅速な物資輸送を行いました。
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4t車

10t車：

陸前高田市

4t車：

10t車：

4t車：

10t車：

6台

9台

341台

18台

台

73台



３．事業の効果 東日本大震災時のボランティア活動を支援

■ がれき撤去や、仮設住宅での避難住民とのコミュニケーション活動など、岩手県内陸から沿岸被災
地へのボランティア活動者の移動の際には釜石道が利用され、ボランティア活動者の定時性確保や
移動負担の軽減などが図られた

ボランティア活動者の移動支援

■ 震災当時は毎週、沿岸被災地まで参加者を運び、これまで延べ約2,000人が釜石道を利用（盛岡市内のバス会社A社）。

■ 釜石道は、ボランティア活動者の移動負担軽減等に寄与。

盛岡南IC

高速道路利用による効果
■定時性が高い

■移動負担の軽減
■PA等で大人数の休憩が可能

６:３０出発 ■ ボランティアは現地作業（がれき撤去）や炊き出しなどに加え、
仮設住宅での避難住民とのコミュニケーション活動を実施

■PA等で大人数の休憩が可能

定時性の高い

釜石道を含む高速道路を利用

受付８:３０
資料：東北地整「震災伝承館HP」（大槌町提供）

■関係者の声（ボランティアを輸送するバス会社）

被災地へのボランティア参加者の送迎は平成23年8月から

現在まで続いています。現地でのボランティア活動の受付

時間に間に合うよう、定時性の高い釜石道を含む高速道路を利用

17

しています。また、ボランティア参加者は現地活動による体力的な疲

労が大きいため、釜石道を利用することで帰りの移動負担が軽減さ

れています。
受付８:３０



３．事業の効果 費用便益分析結果

■ 費用便益比（Ｂ／Ｃ）は１．２

◆総便益（B）

基準年（H26）に

走行時間短縮便益 ７０５億円

走行経費減少便益 ４２億円
基準年（H26）に

おける現在価値
交通事故減少便益 １７億円

計 ７６４億円

◆総費用（C） 事 業 費 ５６６億円

基準年（H26）に

おける現在価値

維持管理費 ６５億円

計 ６３２億円

費用便益比 Ｂ/Ｃ＝１２
経済的内部収益率※

（参考）

18

費用便益比 Ｂ/Ｃ＝１.２
経済的内部収益率※

（EIRR） ４.７％

※ 経済的内部収益率（EIRR） 便益と費用の現在価値を
等しくするような社会的割引率の値



４．事業による環境保全 大気環境（ＮＯ２・ＣＯ）

■ 最新のバックグラウンド濃度を考慮し予測した結果、全地点で環境基準を下回ることを確認した

■ NO2は簡易測定法による測定結果においても、全地点で環境基準を下回ることを確認した

■予測結果釜 道（東和ＩＣ 花巻ＪＣＴ ）

No 区 間 調査地点名

ＮＯ２ ：二酸化窒素 （単位：ppm）

環境基準
現況

予測値 評 価

（参考）

測定

■予測結果

調査地点

■釜石道（東和ＩＣ～花巻ＪＣＴ区間）

1

環境基準 予測値
※１

評 価 アセス時
予測値

測定
結果
※２

東和ＩＣ～

花巻市
東和町
安俵

１時間値の
１日平均値

が

0.022 0.024 0.008

常時観測局

1

3

2

花巻空港ＩＣ
安俵 が

0.04～0.06
ppmまでの
ゾーン内
又はそれ

以下

すべて
環境基準を
満足している

花巻市
矢沢 0.022 0.024 0.010

花巻空港ＩＣ～

花巻JＣT

花巻市
西宮野目

第13地割東
0.022※3

ー
※4

0.0143

2

2

No 区 間 調査地点名

CＯ ：一酸化炭素 （単位：ppm）

環境基準
現況

予測値
※１

評 価

（参考）

アセス時
予測値予測値

東和ＩＣ～

花巻空港ＩＣ

花巻市
東和町
安俵 １時間値の

１日平均値
が

0.38

すべて
環境基準を
満

0.89

花巻市
矢沢 037 0.892

1

※１：現況予測に用いたバックグラウンド濃度は、路線近傍の常時観測局の平成25年度の
年平均値

※２：測 定 日：平成26年9月4日（木）～9月11日（木）の連続する７日間 が
10ppm以下

満足している
矢沢

花巻空港ＩＣ～

花巻JＣT

花巻市
西宮野目

第13地割東
0.37※3

－
※4

19

3

※２：測 定 日：平成26年9月4日（木）～9月11日（木）の連続する７日間
測定方法：パッシブサンプラーによる簡易測定法

※３：花巻空港IC～花巻JCT区間は、アセス時の予測評価地点が設定されていないため、
道路構造が同一で、周辺地形も類似する「花巻市矢沢」の道路寄与濃度を用いて
予測を行った。

※４：花巻空港IC～花巻JCT区間は、アセス時の予測評価地点が設定されていない。



４．事業による環境保全 交通騒音

■ 騒音測定を実施し、全地点で環境基準値を下回ることを確認した

■測定結果※1（騒音）■釜石道（東和ＩＣ～花巻ＪＣＴ区間）

No 区 間 測定地点名

現況

評 価

（参考）アセス時

時間帯
※2

環境
基準
（ ）

測定
結果
（ ）

時間帯
※3

環境
基準

予測値
（ｄＢ）

■測定結果※1（騒音）

調査地点

■釜石道（東和ＩＣ～花巻ＪＣＴ区間）

1

3
※2 （ｄＢ）

Leq
（ｄＢ）
Leq

※3 （ｄＢ）
L50

（ｄＢ）
L50

東和ＩＣ～

花巻市
東和町
安俵

昼間 70 47

すべ

朝 65 51
昼 65 52

夜間 65 48
夕 65 49
夜 60 38

1

22

東和ＩＣ
花巻空港ＩＣ

すべて
環境基準

を
満足して

いる

夜 60 38

花巻市
矢沢

昼間 70 48
朝 65 50
昼 65 51

夜間 65 45
夕 65 48
夜 60 37

花巻空港ＩＣ
花巻市 昼間 70 52

朝
昼

2

花巻空港ＩＣ～
花巻JＣT

花巻市
西宮野目

第13地割東

昼間
－
※4

－
※4

昼

夜間 65 47
夕
夜

※1 測定日
・平成26年9月17日（水）～18日（木）

3

※2 現在の環境基準における時間帯区分
・時間帯 昼間：6時～22時、夜間：22時～6時

※3 アセス時の時間帯区分
・朝：6時～8時、昼：8～18時、夕：18～22時、夜：22～6時

※4 花巻空港IC～花巻JCT区間は、アセス時の予測評価地点が設定されていない。
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５．本事業の取組み 自然環境に配慮

■ のり面小段排水溝は、小動物等の移動阻害を軽減し、地山を極力掘削しない小段全面を排水断面

としたコンクリートシール構造を採用し、自然環境に配慮した

通常の小段排水イメージ 自然環境に配慮した小段排水
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５．本事業の取組み 周辺自然環境と調和した植栽

■ 「自然と調和した景観づくり－里山とイーハトーブの彩りのある路線－」を植栽イメージとし、路線の

テーマ木を設定し、周辺の豊かな自然環境と調和した緑のネットワークを構築するため、のり面の樹

林化を実施した林化を実施した

宮沢賢治関連
施設等との調和

山村の景観

施設等との調和

山村の景観
との調和

花巻空港ＩＣ 花巻ＪＣＴ 東和ＩＣ 花巻空港ＩＣ花巻空港ＩＣ～花巻ＪＣＴ 東和ＩＣ～花巻空港ＩＣ

植栽イメージ 「自然と調和した景観づくりー里山とイーハトーブの彩りのある路線ー」

コナラ サクラ類

22

テーマ木
コナラ、サクラ類

サクラ類 カラマツ
※イーハトーブとは、宮沢賢治が、現実の岩手の風土に立脚しながら、心のなかにまざまざと思いえがいていた夢の世界（ドリームランド）です。

出典：花巻市役所ＨＰより



６．利用促進の取組み 地域と連携した観光誘致

■ 約３０の沿線観光施設などと連携した割引サービスを、平成１４年１１月～平成２２年度末まで行い、

延べ約９，１００人の利用があり、地域観光の活性化に貢献した

①釜石道（東和ＩＣ は花巻空港ＩＣ） 領収書を対象観①釜石道（東和ＩＣ又は花巻空港ＩＣ）の領収書を対象観
光施設へ持参する

②領収書の発行日当日と翌日に限り、対象観光施設の
割引サービスが受けられる

23※出典：遠野市提供データ



６．利用促進の取組み 企画割引

■ 東北地方の観光復興支援等を目的とした企画割引を実施し、高速道路を通じた観光復興支援にも

寄与している

【実施概要】
東北６県が乗り放題

【実施概要】
東北６県が乗り放題

【実施概要】
青森・秋田・岩手の３県が乗り放題東北６県が乗り放題

【実施期間】
平成２４年４月７日～１０月２８日

東北６県が乗り放題

【実施期間】
平成２５年２月 ８日～ ７月 １日
平成２５年９月２７日～１２月２４日

青森 秋田 岩手の３県が乗り放題

【実施期間】
平成２６年１０月４日～１１月３日

【販売価格（普通車）】
２日間 ３，５００円（周遊プラン）

平成２６年５月１６日～ ７月１４日
平成２６年９月２６日～１２月 １日

（期間延長～平成２７年３月３０日）

【販売価格（普通車）】
２日間 ６，５００円
３日間 ７，５００円

【販売価格（普通車）】
２日間 ７，５００円（周遊プラン）
３日間 ８，５００円（周遊プラン）
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６．利用促進の取組み 地域との連携

■ 観光振興、地産地消の促進と岩手県産品の販路拡大、防災・災害対策、技術連携等を通じて地域
社会の発展を図るとともに、高速道路利用者の利便性向上や、利用の拡大を図るために平成２６年
７月２３日に岩手県と包括的連携協定を締結した
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７．評価結果及び今後の対応方針（案）

（1）費用対効果の算定基礎となった要因

■事業費は計画額と比べ、１２６億円減少した。この要因は、盛土材運搬距離の短縮、橋梁構造の見直し、物価
水準の変動、土地価格低下等により、減額したものである。

■当該区間の開通により 所要時間の短縮 交通事故の減少 冬期物流の安定輸送 沿線地域の活性化 救急

■実績交通量は約３，８００台/日であり、計画を上回る交通量となっている。

（２）事業効果の発現状況

■当該区間の開通により、所要時間の短縮、交通事故の減少、冬期物流の安定輸送、沿線地域の活性化、救急
医療活動の支援、東日本大震災の復興支援などの整備効果が発現されていることを確認した。

■今後、釜石方面への延伸整備に伴い、ネットワーク形成が図られ、当該区間における整備効果も更に発現され
るものと考える。

■所要時間短縮、交通事故減少、救急医療活動の支援、東日本大震災の復興支援など、様々な整備効果が発
現されており 当該区間における更なる事後評価は特段必要ないものと考える

（３）対応方針（案）

現されており、当該区間における更なる事後評価は特段必要ないものと考える。
■当該道路は復興支援道路として位置付けられていることから、ネットワーク全体の整備効果の発現を確認すると

ともに、引き続き周辺道路も含めた利用状況について注視し、地域と一体となった利用促進の取組みなど、積極
的に努めていく。的に努めていく。

■本事業で得られた事業の効果や本事業への取組み、事業による環境保全などの結果を蓄積することにより、今
後 事

（４）同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

後の事業に活用していく。
■事後評価の結果、同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の特段の見直しの必要性はないと思われる。
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